
住まいの空間を科学する
～大学生のひとり暮らし～

岡山県立玉島高等学校

さまざまな規格の 一 畳を作成 机・いすなど家具を計測 インタ ー ネットで賃貸物件を検索

間取り図を作成 個人発表の準備 個人発表と相互評価

学習のねらい

学習活動

準備品

実施場所

1 「住空間を科学する」ことで、暮らしやすさと住まいの広さについて考えさせ、住空間を

有効に使う方法を理解させる。

2 思考支援型の授業の構築をし、住居を身近に感じさせるとともに、 より良い住まいと暮

らしのあり方について考えさせる。

1 生活行為には一定の空間が必要であり、住空間を有効に使うためには間取りが重要であることを確認

する。

2 生活に適した空間と家具などの配置を考えるために、グループで人や物（家具や窓など） の寸法を

測ったり、 ドアの開閉方法を調べる。

3 寸法には規格があることや動作に必要な空間が必要であることを理解する。暮らしやすさと住まいの

広さについても考える。

4 「大学生のひとり暮らし」をテ ー マに、住居を選ぶ観点（大学への通学の利便性、価格など）、を考えるC

5 賃貸住宅の広告（住宅情報誌、インタ ーネット、新聞広告など）から志望大学近隣の住んで

みたい住居を選ぶ。

6 平面記号の基本を知り、平面図に家具などの配置を行う。

7 選んだ物件や作成した平面図を書画カメラを用いてプレゼンテ ー ションする。評価用紙を用い相互評価

を行い、感想・意見を発表する。

8 多様な住まい方（空間の利用） があることを理解する。

模造紙、画用紙、マジック、さし等の文房具類、メジャ ー （各班）

書画カメラ、 プロジェクタ、 スクリ ーン、VTRテ ー プ

平面計画シ ール教材（個人）、賃貸物件情報冊子等

家庭科室、 コンピュ ーター室、校内各場所

Copyright (C) 2010 Housing Research Foundation Jusoken, All Rights Reserved. 

22
住まいの
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場所・授業数 概要 活動の様子 反応

学習の流れ

1時間

1時間

家庭科室 ●同じ畳でもメーターモ
ジュール、京間、　江戸間
などではずいぶん広さが
違うことが体験でき、よ
くわかった。

●何気なく使っている家
具の寸法などは法律で決
められていることを初め
て知った。

1 時間

○志望大学近隣の賃貸住宅を
　広告（住宅情報誌、インター
　ネット、新聞広告など）か
　ら探す。
○賃貸物件を選ぶ際に重視す
　る条件を考える。
○住んでみたい賃貸物件を選
　び特徴をプリントにまとめ
　る。

●膨大な数の物件があり、
設備もそれぞれの特徴が
あることが理解できた。

●インターネットではわ
からないことがあるので、
実際に物件を見ることが
大事であることがわかっ
た。

○選んだ賃貸物件について、　
　「なぜこの物件にしたか」　
　「重視した条件は何か」をグ
　ループで話し合い、快適な
　空間について考える。
○住居を選ぶ際には、物件の
　間取りだけでなく、周囲の
　環境（日照・騒音・交通）　
　なども考える必要性がある
　ことを知る。

●理想を追求すればする
ほどお金もかかり、現実
は厳しく社会はうまくま
わっていると思った。

●自分一人で住居を決め
るのは簡単ではないと
思った。

●家賃は所在地・築年数・
設備などから決まること
がよくわかった。

○快適な住空間を考えるため
　に「住空間を科学する」を
　テーマに学習することを知
　る。
○模造紙を用いて本間・江戸
　間などさまざまな規格の一
　畳を作成し体験する。
○寸法には規格があること　
　や、動作に必要な空間が必
　要であることを理解する。

コンピュー

ター室

家庭科室

○快適な部屋をつくるために、
　必要な家具や家電製品を検
　索し記入する。
○窓、戸、家具などを計測し
　寸法には規格があることを
　理解する。
○選んだ物件の空間をどのよ
　うに利用するかを考える。

●家具の寸法を調べるこ
とで、現実的にイメージ
でき、空間を上手に使う
ことができると思った。

●家具を通信販売で購入
するときは、実際とイメー
ジとでは違うので気をつ
けなければいけないと
思った。

コンピュー

ター室

1時間



場所・授業数 概要 活動の様子 反応

1時間

●間取りを考えるのは難
しく大変だと思った。

●無駄な空きスペースが
できるので、家の配置を
考えるのは難しいと思っ
た。

○平面記号を学ぶ。
○平面図に家具などのシール
　を貼り、空間をレイアウト
　する。

家庭科室

1時間

○VTR 視聴により家や「す
　まう」ことに関心を深める。
○平面記号の基礎や LDK に
　ついて理解する。
○家づくりは材料や形だけで
　なく、快適な生活のために
　空間の計算が綿密にされて
　いることを知る。

●自分の知らなかった家
の作り方や最近のプレハ
ブの進歩を知って驚いた。

●住居の歴史で家の変化
がわかり人間の創造力は
すごいと思った。

●プレハブは同じ形が多
いのでやはり木造にしよ
うと思った。

1 時間

発表後の感想

●同じ広さの部屋でも設
計する人によってずいぶ
ん空間の使い方が違うこ
とがわかった。

●インターネットの速度
など、細かいところまで
気をつけて物件を選んで
いることに感心した。

●自分は値段を中心に選
んでいたけれど、発表を
聞いて、快適に住むため
には、値段だけで決めて
はいけないことがわかっ
た。

●他の人の発表を聞いて、
周囲の環境や大学での勉
強やバイトのことなど、
いろいろなことに気を
配って選んでいることが
わかり、勉強になった。

○一人３分程度で発表する。
　 「私が大学生になり賃貸ア
　パートを借りて一人暮らし
　をはじめるとしたら・・」
  １．条件
  ２．物件の紹介
　　（物件プリントを提示）
  ３．物件の特徴と選んだ理
　　　由
  ４．内装の特徴と紹介
　　（間取りプリントを提示）
  ５．まとめと感想
  １～５の項目を入れて発表
　する。
○相互評価を行なう。
○感想や意見を発表する。
○多様な住まい方（住空間の
　利用）があることを理解す
　る。
○空間を科学することで、快
　適な住まいと暮らし方につ
　いて理解する。

家庭科室

家庭科室




